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研究要旨 後縦靭帯骨化症（OPLL）の骨化数や骨化形態には個人差が大きく、そ

の特徴や原因については不明な点も多い。そこで、大規模多施設研究の下、頚椎

OPLL の骨化重篤度に着目し、比較検討を行うことを目的に本研究を行った。厚労

科研脊柱靭帯骨化症研究班所属の 20 施設より、単純 X線側面像で頚椎 OPLL と診

断された有症状患者の中で、全脊椎 CT 矢状断像と基礎データとが揃う 234 例を対

象とした。骨化重篤度の指数として椎体および椎間レベルに存在する OPLL 数の総

和を OP-index と定義した。また、頚椎 OP-index5 以下を Grade 1,6-9 を Grade 2、

10 以上を Grade 3 に分け、Grade 3 を重度骨化群（以下 S群）、Grade 2 以下を非

重度骨化群（以下 NS 群）とした。234 例を S 群と NS 群に分け、その特徴を比較

した。OP-index が 3 の重症頚椎 OPLL は約 2割に存在した。性別、BMI、糖尿病罹

患の有無はOP-indexが3の重症頚椎OPLLには有意な影響を及ぼしていなかった。 

 

Ａ．研究目的 

後縦靭帯骨化症（OPLL）の骨化数や骨化

形態には個人差が大きく、その特徴や原因

については不明な点も多い。そこで、大規

模多施設研究の下、頚椎 OPLL の骨化重篤度

に着目し、比較検討を行うことを目的に本

研究を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班所属の 20

施設より、単純 X線側面像で頚椎 OPLL と診

断された有症状患者の中で、全脊椎 CT 矢状

断像と基礎データとが揃う 234 例を対象と

した。過去の報告に従い、骨化重篤度の指

数として椎体および椎間レベルに存在する

OPLL 数の総和を OP-index と定義した。ま

た、頚椎 OP-index5 以下を Grade 1,6-9 を

Grade 2、10 以上を Grade 3 に分け、Grade 

3 を重度骨化群（以下 S 群）、Grade 2 以下

を非重度骨化群（以下 NS 群）とした。234

例を S群と NS群に分け、その特徴を比較し

た。検討項目は、年齢、性別、糖尿病罹患

の有無、body mass index  (BMI)、前縦靭

帯骨化(OALL)および黄色靭帯骨化(OLF)の

骨化指数(OS-index)とした。 

調査にあたっては、個人を背番号化する

など、個人を特定できないように配慮して

いる。本研究は、当施設の倫理委員会の承

認を得て行った。 

  

Ｃ．研究結果 

234 例中、S群は 48 例（20.5%）、NS 群は

186 例（79.5%）であった。平均年齢は、S

群が 68.6 歳、NS群が 64.5 歳と S群で有意

に高齢であった（p=0.018）。性別、BMI、糖

尿病罹患には有意差を認めなかった。各群

内での男女別検討では、両群ともに年齢、

BMI には有意差は無いが、胸椎の OP-index
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は有意に高かった。S 群では胸椎 OLF と腰

椎 OPLL の OS-index は有意に女性で高かっ

た。NS 群では、全脊椎において OALL のそ

れが有意に男性で高かった。 

 

Ｄ．考察、 

本研究は、有症状頚椎 OPLL 患者の全脊椎

CTを評価した統計学的に信頼ができる過去

最大の multicenter study である。本研究

では、S 群は約 2 割の症例に認められ、そ

の平均年齢は NS 群に比べ有意に高齢であ

り、加齢とともに OPLL が伸展することが示

唆された。また、性別、BMI、糖尿病罹患の

有無は OP-index が 3 の重症頚椎 OPLL には

有意な影響を及ぼしていないと考えられた。

既報の調査結果では、これらの有意な関連

を報告するものがあるが、本調査における

S群と NS群とのカットオフポイントの相違

がこの違いを生じた可能性があると考えら

れる。また、男女別検討では骨化靭帯の分

布に違いを認めるものもあり、今後の研究

では性別に検討する必要性があると考えら

れた。 

本研究の限界としては、骨化重症度と臨

床症状との関連が不明であることである。

これについては、現在前向き研究が進行中

であり、近い将来に報告を予定している。 

 

Ｅ．結論 

有症状の頚椎OPLL患者の全脊椎CT評価の

研究において、OP-indexが3の重症頚椎OPLL

は約2割に存在した。性別、BMI、糖尿病罹

患の有無はOP-indexが3の重症頚椎OPLLに

は有意な影響を及ぼしていなかった。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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（予定を含む） 

1.特許取得 

該当するものなし。 

2.実用新案登録 

該当するものなし。 

3.その他 

該当するものなし。 


